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第 67 回資金管理業務諮問委員会 議事録 

 

1．日時：平成 28 年 6 月 7 日（火）15 時 00 分～17 時 20 分 

 

2．場所：公益財団法人自動車リサイクル促進センター 第 1・第 2 会議室  

 

3．出席者：永田委員長、大石委員、大橋委員、織委員、鬼沢委員、小島委員、村上委員、

以上 7 名出席  

その他 公益財団法人自動車リサイクル促進センター事務局（議案説明者を

含む）、経済産業省・環境省担当官が出席 

 

4．議題：①平成 27 年度事業報告書（案）、平成 27 年度再資源化預託金等特別会計決算

報告書（案）、平成 27 年度承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計決算

報告書（案）及び平成 27 年度資金管理料金特別会計決算報告書（案）について 

②平成 27 年度の再資源化預託金等の運用評価（案） 

③再資源化預託金等の資金運用に係る検討（案） 

④平成 27 年度離島対策等支援事業の実施結果 

⑥平成 27 年度の外部業務監査結果（案） 

⑦資金管理法人に対する平成 28 年度内部監査計画 

⑨熊本地震による被災自動車への対応について 

⑩自動車リサイクル法対象外冷媒搭載車の誤預託に関する報告 

      ※議題⑤及び議題⑧は、諮問委員会承認のもと非公開とする。 

 

5．議事録 

（１）議題①について 

平成 27 年度事業報告書（案）、平成 27 年度再資源化預託金等特別会計決算報告書

（案）、平成 27 年度承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計決算報告書（案）及

び平成 27 年度資金管理料金特別会計決算報告書（案）について、事務局から、資料

3-1 から資料 3-9 にて説明し、案のとおり承認された。 

 

＜主な意見＞ 

【委員】 

資料3-1について、自動車リサイクル法対象外冷媒搭載車への誤預託防止に係る対

策として、従来から周知活動を行っていたのであれば、その点も記載すること。 

【事務局】 

了解した。 
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（２）議題②について 

平成27年度の再資源化預託金等の運用評価（案）について、事務局から資料4-1及び

資料 4-2 にて説明し、案のとおり承認された。 

 

＜主な意見＞ 

【委員】 

資料4-1について、平成27年度末における資産構成及び新規取得債券の種別構成の

評価にて、平成27年度第4四半期債券取得計画で想定した構成の範囲内であるという

記載があるが、「想定」及び「範囲内」という言葉を使うのであれば定量的に示す必要

がある。定量的に示すことが必ずしも適切でないのであれば、異なる表現に修正する

こと 

【事務局】 

了解した。 

 

（３）議題③について 

再資源化預託金等の資金運用に係る検討（案）について、事務局から資料5-1及び資

料5-2にて説明し、案のとおり承認された。 

 

＜主な意見＞ 

【委員】 

資料5-1別紙2の各グラフにおける銀行預金部分について、一括して運用していること

がわかるよう付記すること。 

【事務局】 

了解した。 

 

【委員】 

銀行預金に手数料がかかるなど、今後、元本割れを起こすような様々な事象が出てく

る可能性があるが、元本確保を前提として、リサイクル料金を運用してもらいたい。 

 

（４）議題④について 

平成 27年度離島対策等支援事業の実施結果について、事務局から資料 6にて報告し

た。 

 

＜主な意見＞ 

【委員】 

不法投棄等対策支援事業の出えん実績について、「出えん計画はなし」と簡潔な記載

に止めているが、不法投棄等対策支援事業のニーズがない理由は何か。 
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【事務局】 

不法投棄対策支援事業（廃棄物処理法第 19 条の７第 1 項又は 8 第 1 項に基づく行政

代執行により撤去・処理がなされることが出えんの要件）は、生活環境保全上支障が

あるものを自治体が強制的に片付けることに対する支援事業なので、どこまで支援事

業を使わなければならない事案があるか、整理を進めている。 

 

（６）議題⑥について 

平成 27 年度の外部業務監査結果（案）について、事務局から資料 8-1 及び資料 8-2

にて説明し、案のとおり承認された。 

 

＜主な意見＞ 

【委員】 

監査法人と合意した手続きの範囲を示してもらいたい。毎回同じ範囲ではなく、違う領

域も監査対象とするようなことも必要ではないか。 

【委員】 

これまでの業務監査対象業務の変遷を次回報告時に示してもらいたい。 

【事務局】 

了解した。 

 

（７）議題⑦について 

資金管理法人に対する平成 28年度内部監査計画について、事務局から資料 9にて報

告した。 

＜主な意見＞ 

【委員】 

これまでの内部監査対象業務の変遷を示してもらいたい。 

【事務局】 

了解した。 

【委員】 

JARCの規定等の整備状況や体制のあり方の妥当性について内部監査の対象にして

もらいたい。 

【事務局】 

了解した。 

 

（９）議題⑨について 

熊本地震による被災自動車への対応（案）について、事務局から資料 11 にて報告し

た。 
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（１０）議題⑩について 

自動車リサイクル法対象外冷媒搭載車の誤預託に関する報告について、事務局から

資料 12 にて報告した。 

 

＜主な意見＞ 

【委員】 

資料12の「3.資金管理センターの対応」について、従来から継続して実施してきた対

応と今後の対応とを区別して記載すること。 

【事務局】  

 了解した。 

 

 

 以上 


